
講義コード 13542502 

授業科目名 政治の世界 

講義題目  

授業科目区分 文系基礎科目 

開講年度 2013 

開講学期 後期  

曜日時限 火 1  

必修選択  

単位数 2.0 

担当教員 大賀 哲 

対象学部等  

対象学年 学部 1年  

開講地区 伊都地区 

履修条件 講義はＰＣ必携（iPad 等含む）で行ないます（対象学年以外も受講可） 

授業概要 

この授業では国際社会やグローバル化の成り立ちを「東アジア」という視座から見ていきたいと思

います。とりわけ、グローバル化と地域主義の関係を考察しながら、政治学がどのような学問で、

政治学という領域から何が見えてくるのかを詳らかにしたいと思います。東アジア共同体や東アジ

ア地域主義の議論について、拙速にその良し悪しを判断するのではなく、どのような立場の人々

がどのような議論を展開しているのかをとくに国際関係論・国際政治学の立場から検討していきま

す。地域主義という議論の理論的前提、その形成過程、さらに国際社会における地域主義の規

範的意義づけ等を探りながら、政治学の位相から地域主義の意義と限界を明らかにしていきたい

と思います。 

全体の教育目

標 

東アジアの地域主義という問題を通じて、政治・経済・法・社会等のグローバルな問題について考

え、国際問題を考察する上で不可欠な知識と知見を得ることを目標とします。 

個別の学習目

標 

同上 

授業計画 

１．（１０／８）国際関係論から見た地域主義  

２．（１０／１５）グローバル化と地域主義 

３．（１０／２２）経済的地域化 

４．（１０／２９）政治的地域主義 

５．（１１／５） アジア太平洋経済協力（APEC） 

６．（１１／１２）ASEAN+3 

７．（１１／１９）ASEAN地域フォーラム（ARF） 



８．（１１／２６）東アジアサミット（EAS） 

９．（１２／３）環太平洋戦略的経済連携協定（TPP） 

１０．（１２／１０）東アジア共同体とアジア主義 

１１．（１２／１７）人権とアジア的価値 

１２．（１／７）外部講師：ユルゲン・バセドウ教授（ハンブルグ大学教授、九州大学名誉教授）

“Global life, local law? - About the globalization of law and policy-making”（日本語逐次通訳がつ

きます） 

１３．（１／２１）東アジアの市民社会 

１４．（１／２８）東アジア共同体と日本の役割  

 

＊１２／２４は休講とします 

キーワード 地域主義、東アジア共同体、国際社会 

授業の進め方 レジュメを中心に講義形式で行ないます 

テキスト 
なし 

参考書 なし 

学習相談 メールでお願いします（toga のあとに@law.kyushu-u.ac.jp です） 

試験／成績評

価の方法等 

○ 確認テスト（10 点×5回＝50点）：ウェブ上で確認テスト（持ち帰りテスト）を課します。 

○ 感想文（10 点）：外部講師のレクチャーについての感想文を課します。 

○ 期末レポート（40点）：期末レポートの課題図書については後日周知します。 

 

その他 
 

 

 


